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加
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生
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１
名

。
 

 前
回

（
八

月
 

五
日

）
の

小
屋

整
備

便
槽

掃
除

の
際

、
固

形
沈

殿
物

対
策

と

し
て

各
々

に
便

槽
を

撹
拌

出
来

た
ら

良
い

と
の

話
が

出
て

思
う

と
こ

ろ
が

あ

っ
て

家
に

帰
っ

て
か

ら
、

簡
単

な
撹

拌
棒

を
作

っ
た

、
そ

の
荷

揚
げ

と
台

風

二
十

号
被

害
の

点
検

を
兼

ね
て

一
人

で
登

っ
た

。
 

各
地

の
道

路
、

林
道

被
害

の
話

を
聞

い
て

い
た

が
、

我
が

乗
用

車
で

行
け

る

の
は

行
仙

宿
ぐ

ら
い

で
あ

り
、

来
る

九
月

二
日

の
聖

護
院

接
待

も
近

づ
い

て

い
る

事
か

ら
出

か
け

る
、

 

家
を

七
時

十
五

分
に

出
て

、
い

つ
も

の
北

山
大

沼
経

由
で

国
道

R
4
2
5
の

浦

向
に

入
っ

た
、
は

ず
れ

の
交

通
規

制
看

板
に

は
通

行
止
（

ト
ン

ネ
ル

1
0
㌔

先
）

と
出

て
い

た
。

 

話
に

聞
い

て
い

た
カ

ナ
ウ

ナ
ギ

ト
ン

ネ
ル

付
近

の
電

線
垂

れ
下

が
り

は
、

す
で

に
通

行
に

支
障

の
な

い
よ

う
処

理
さ

れ
て

い
て

ス
ム

ー
ズ

に
林

道
に

入

っ
た

、
こ

こ
も

す
で

に
重

機
で

土
砂

、
倒

木
が

処
理

さ
れ

て
い

て
八

時
五

十

分
登

山
口

へ
。

但
し

堰
堤

と
道

路
間

の
水

の
流

れ
て

い
る

谷
は

土
砂

で
埋

ま

っ
て

い
る

が
水

汲
み

は
出

来
る

、
ポ

リ
缶

二
個

に
持

っ
て

き
た

樋
で

入
れ

モ

ノ
レ

ー
ル

で
上

げ
る

。
五

日
以

後
だ

れ
か

来
た

の
か

エ
ン

ジ
ン

燃
料

も
レ

ー

ル
オ

イ
ル

も
満

タ
ン

に
な

っ
て

い
る

。
 

モ
ノ

レ
ー

ル
に

異
常

は
無

か
っ

た
が

終
点

か
ら

上
は

枝
葉

が
散

乱
し

て
い

る
、

幸
い

太
い

倒
木

も
な

く
手

で
払

い
な

が
ら

小
屋

へ
。

 

早
速

外
回

り
を

一
巡

、
ガ

ラ
ス

窓
は

汚
れ

て
い

る
も

の
の

異
常

な
し

、
相

変
わ

ら
ず

落
葉

は
多

い
。

 

続
い

て
水

場
へ

降
り

て
見

る
と

水
溜

め
場

に
は

三
百

㎏
～
六

百
㎏
位

の
大

岩
が
数

個
で

埋
め
尽

く
さ

れ
て

い
る

。
そ

れ
に

し
め
縄

と
柄
杓

が
す

っ
か

り

無
く

な
っ

て
い

る
。
修
復

に
は

大
岩

を
大
ハ

ン
マ

ー
で

た
た

き
割

り
バ

ー
ル

等
で

除
去

し
か

な
い

、
岩

の
落

口
か

ら
落
ち

て
い

る
水

を
ペ
ッ

ト
ボ

ト
ル

三

本
に

入
れ

小
屋

に
戻

る
、

 

少
し
遅

い
昼
飯

後
、

行
者
堂
西

百
メ

ー
ト

ル
程

の
所

に
道

を
塞

い
だ

倒
木

あ
り

手
鋸

で
処

理
で

き
た

、
 

二
缶
目

の
水

揚
げ

に
モ

ノ
レ

ー
ル

終
点

に
降

り
小

屋
へ
戻

る
と

十
五

時
を

過
ぎ

て
し

ま
っ

た
、

車
止

め
を

十
六

時
に

出
発

し
帰

路
に
就

い
た

。
 

  
 

行
動

タ
イ

ム
 

自
宅

7
時

1
5
分
→

R
1
6
8
～

R
3
1
1
→

登
山

口
8
時

5
0
分
→

9
時

4
5
分

行
仙

宿
1
5
時

1
5
分
→

1
6
時

車
止

め
→

帰
路
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